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議会運営委員会 

 

令和７年８月２６日午前９時から第一会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

◎木澤 正男     ○溝部真紀子      齋藤 文夫           

伴  吉晴      嶋田 善行      井上 卓也      

奥村 容子 

     中 川 議 長 

 

２．理事者出席者 

   総 務 部 長  西巻 昭男  

 

３．会議の書記 

議会事務局長  福田 善行    同  係  長  吉川 也子 

 

４．審査事項 

別紙のとおり 

 



 - 2 - 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 （午前９時） 

署名委員  溝部委員、齋藤委員 

 

おはようございます。 

全委員出席されておりますので、ただいまから、議会運営委員会を開会し、

本日の会議を開きます。 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名します。 

会議録署名委員に、溝部委員、齋藤委員のお二人を指名します。お二人に

は、よろしくお願いします。 

本日の議事日程は、お手元に配布しておりますレジメのとおりでございま

すので、レジメに沿って進めてまいります。 

初めに、１．協議事項、（１）令和７年第４回斑鳩町議会定例会について

を議題とします。 

①会期日程については、６月１３日開催の議会運営委員会で確認しました

日程案のとおり、９月１日（月）から９月２６日（金）までの２６日間の会

期日程で決定したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

令和７年第４回斑鳩町議会定例会は、９月１日から９月２６日までの会期

２６日間ということで決定します。 

次に②付議予定議案等の取扱いについて、日程順に確認してまいりますの

で、議事日程と委員会付託表とをあわせてご覧ください。 

まず、日程１．会議録署名議員の指名、日程２．会期の決定をしまして、

次に、日程３から日程５まで、閉会中の各常任委員会の審査の概要につきま

して、各委員長から報告を受けることとします。 

次に、提出されました議案を一括上程し、町長から総括提案説明を受け、

その後、議事日程に従って議事を進めることとします。 

それでは、各議案の取扱いについて、付託先などの確認をさせていただき

ます。 
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日程６．議案第３９号斑鳩町議会議員及び斑鳩町長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例については、総務常任委員

会に付託。 

日程７．議案第４０号 斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

も、総務常任委員会に付託。 

日程８．議案第４１号 令和７年度中央体育館移動式バスケットゴールの

取得についても、総務常任委員会に付託。 

日程９．議案第４２号 令和７年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）に

ついても、総務常任委員会に付託。 

日程１０．議案第４３号 令和７年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）については、厚生常任委員会に付託。 

日程１１．議案第４４号 令和７年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）についても、厚生常任委員会に付託。 

日程１２．議案第４５号 令和７年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）についても、厚生常任委員会に付託。 

次に、日程１３．諮問第１号と日程１４．諮問第２号の人権擁護委員の推

薦について意見を求めることについて（その１）（その２）は、人事案件で

ございますので、慣例により委員会付託を省略し、初日に諮ることとします。 

また、この２議案につきましては、一括議題にして説明を受け、採決につ

いては、ひとつずつ行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。諮問第１号と諮問第２号の２議案については、一括

議題として説明を受け、初日にそれぞれ諮ることとします。 

次に、日程１５．認定第２号から日程２０．認定第７号までの令和６年度

各会計の決算認定にかかる６議案については、決算審査特別委員会を設置

し、これに付託することにご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 



 - 4 - 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

異議なしと認めます。 

よって、日程１５．認定第２号から日程２０．認定第７号までの６議案に

ついては、決算審査特別委員会を設置し、付託します。 

なお、この決算審査特別委員会につきましては、既に各委員会で委員の選

任をしていただいているところですが、本会議初日に、６議案を一括議題と

して取り上げて総括質疑を行った後、委員会条例第５条の規定に基づき、委

員７名の決算審査特別委員会を設置することについて会議に諮っていただ

き、次に、委員会条例第７条第１項の規定に基づき、議長から特別委員を指

名していただくこととします。 

次に、日程２１．同意第９号 斑鳩町教育委員会委員の任命について同意

を求めることについては、人事案件ですので、慣例により、委員会付託を省

略し、初日に諮ることとします。 

次に、日程２２．同意第１０号から日程２６．同意第１４号までの、斑鳩

町公文書開示審査会委員の委嘱について同意を求めることについて（その

１）から（その５）までの５議案については、人事案件でございますので、

慣例により、委員会付託を省略し、初日に諮ることとします。 

また、この同意第１０号から同意第１４号の５議案につきましては、一括

議題にして説明を受け、採決については、ひとつずつ行いたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。同意第１０号から同意第１４号の５議案について

は、一括議題とし、初日に諮ることとします。 

次に、日程２７．報告第１１号 令和６年度斑鳩町下水道事業会計継続費

精算報告書の報告については報告案件ですので、慣例により、初日に報告を

受けることとします。 

最後に、日程２８．研修会への参加派遣について、７月と８月に開催され

ました県議長会主催の研修会の参加について、別紙のとおり議長より報告さ

れます。 

本会議初日に提出される予定の議案につきましては、以上のとおりでござ
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います。ここまで確認しましたとおり付議議案の取扱いをしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

  

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長には、ただいま確認しましたとおり、付議議案の取扱いをしていただ

きますようお願いします。 

なお、初日にお諮りする、諮問第１号、諮問第２号、同意第９号から同意

第１４号について、討論の有無は初日の全員協議会でご確認いただくことと

なりますが、もし討論となった場合、本会議における討論につきましては、

これまでの例により、賛否の討論者をそれぞれ１名ずつとすることで確認し

ておきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

賛否の討論は、各１名ずつということで、確認しておきます。 

ここで、９月議会等の感染症予防対策について相談させていただきます。 

９月定例会、決算審査特別委員会等の感染症対策については、前回の議会

および前年の委員会と同様の対策とさせていただきたいと思いますが、ご異

議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

９月定例会、決算審査特別委員会等の感染症対策については、前回の議会

および前年の委員会と同様の対策とすることを確認しておきます。 

以上で、（１）令和７年第４回斑鳩町議会定例会についてを終わります。 

次に、（２）要望書等の取扱いについてを議題とします。 

これまでに３件の陳情書をお受けしております。これらの取扱いについて
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ご協議いただきたいと思います。 

初めに、この文書を受けた経緯について、簡単に事務局から説明願います。 

福田議会事務局長。 

 

おはようございます。それでは、これまでに提出を受けました３件の要望

書等につきまして、提出を受けた経緯などをご報告させていただきます。 

まず、１点目、「２０２５年原水爆禁止国民平和大行進への支持賛同・参

加のお願い」については、６月２７日に、原水爆禁止国民平和大行進奈良県

実行委員会の平和行進が斑鳩町に来られまして、受け取ったものでございま

す。内容としましては、日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める

など、実現行動をおこされたいというものです。 

２点目、「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書の採

択をお願いしますについては、日本国民救援会奈良県本部会長、佐藤真理氏

から郵送されてきたもので、８月１２日に受付けをしたものです。 

陳情の趣旨は、えん罪で苦しんでいる人々を救済するために、再審におけ

る証拠開示の法制化、再審開始決定に対する検察官による不服申立ての禁止

などを定めた再審法改正案を、国会で速やかに成立させることが必要であ

り、再審法改正を求める意見書を採択されたいというものです。 

なお、令和元年５月、令和７年２月にも、「再審法（刑事訴訟法の再審規

定）」の改正を求める意見書の採択に関する要望書が、同じく日本国民救援

会奈良県本部会長 佐藤真理氏から郵送されていますが、２回とも配布にと

どめております。 

次に、３点目、要望書（軽度中等度聴覚障がい児への補聴器購入助成制度

について）は、奈良県難聴児親の会会長 土肥慶郎氏から郵送されてきたも

ので、８月２０日に受付けをしたものです。 

陳情の趣旨は、軽度中等度聴覚障がい児への補聴器購入助成制度に関し

て、斑鳩町において、購入助成対象項目の追加、助成制度の対象者の年齢制

限の見直しなど行うことについて、その検討をお願いしたいとのことです。

また、町へも同様の要望書は提出されております。 

なお、令和６年１１月１５日にも、要望書（軽度中等度聴覚障がい児への

補聴器購入助成制度について）が、土肥慶郎氏から郵送され、厚生常任委員
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委員長 

 

会へ付託され、令和６年１２月定例会において陳情第２号として議会で採択

すべきものと決し、委員会発議で上程された意見書を可決し、奈良県へ送付

しています。 

なお、前回の県に意見書を提出した後の、県の対応についてでありますが、

一側性難聴児が補助対象であるにも関わらず、対象外であると誤解を招きか

ねない規定の見直しについては、一側性難聴や聴力レベルが３０デシベル未

満等の場合であっても、指定自立支援医療機関等が必要と認める場合は、対

象となることがわかる規定に改正されております。 

また、所得制限については撤廃され、令和７年度から適用されております。 

前回意見書を提出したもののうち、「耳あてや補聴器の修理費」、「クロ

ス補聴器」を補助対象とすることについては、県では補助対象に追加されて

おらず、今回町に対して補助対象として加えることを要望されております。

また、前回要望されておられませんでしたが、１８歳以上障害者手帳をもた

ない軽度中等度聴覚障害者も助成対象とすることが追加されております。 

以上、これまでに提出を受けました３件の要望書についての概要でござい

ます。 

 

ただいま議会事務局長から説明がありましたが、この取扱いについて、委

員皆様のご意見をお聞きしたいと思いますが。 中川議長。 

 

ちょっと名前の確認させてもおていい。この再審法のやつで佐藤真理（ま

さみち）っていう説明やけど、佐藤真理（まり）さんっていうのはまた別で

んのか。 

 

これでまさみちと読みます。 福田議会事務局長。 

 

佐藤氏の名前なんですけども、読み方がまさみち様ということで、同一人

物で、そういう読み方の方になってます。以上です。 

 

そうしましたら文章、本日配らせていただきましたので、目を通していた

だく時間を取らせていただこうと思います。 
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暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時１３分 休憩 ） 

（ 午前９時１８分 再開 ） 

 

再開します。 

それでは、これらの要望書の取扱いについて、ひとつずつご意見をお聞き

したいと思います。  

１点目、「２０２５年原水爆禁止国民平和大行進への支持賛同・参加のお

願い」について、委員皆様のご意見をお受けします。 

嶋田委員。 

 

これは毎年送られてきてますんで、配布にとどめるということでいいので

はないかと思います。 

 

他の委員さん、よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

ただいま議題となっております「２０２５年原水爆禁止国民平和大行進へ

の支持賛同・参加のお願い」については、各議員に配布にとどめるというこ

とで確認しておきますがよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

ただいま議題となっております「２０２５年原水爆禁止国民平和大行進へ

の支持賛同・参加のお願い」については、各議員に配布にとどめるというこ

とで確認をしておきます。 

次に２点目、「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書

の採択をお願いしますについて、委員皆様のご意見をお受けします。 
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嶋田委員 

 

委員長 

 

嶋田委員。 

 

これ、担当常任委員会がどこなんかちょっとわかりませんねんけど、そこ

らへんから考えるともう配布でいいのではないかなと。各議員がそれぞれ考

えていただくということで配布にとどめておいてはどうかなと思います。 

 

皆さんどうでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、ただいま配布にしてはどうかということですけども、そ

ういう形でさせてもらってよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

ただいま議題となっております、「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の

改正を求める意見書の採択をお願いしますについては、各議員に配布にとど

めるということで確認しておきます。 

３点目、要望書（軽度中等度聴覚障がい児への補聴器購入助成制度）につ

いて、委員皆様のご意見をお受けします。 嶋田委員。 

 

内容については、僕、この一部分については疑義がありますねんけど、こ

れは担当常任委員会が審議していただくことでどうかと思いますんで、付託

案件として、担当常任委員会で審議していただいたらどうかなと思います。 

 

その場合の付託先は厚生常任委員会でよろしいでしょうか。 

 

厚生。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 伴委員。 
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これに近いような話が同僚議員の一般質問からも出てますし、これは一度

付託していただいて議論していただこうと思います。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、この意見書につきましては、厚生常任委員会に付託する

ということで確認させていただこうと思いますがよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、要望書（軽度中等度聴覚障がい児への補聴器購入助成制

度）については、厚生常任委員会に付託するということで確認をさせていた

だきます。 

なお、お配りしております議事日程には入っておりませんので、議案とし

て追加します。 

以上で、（２）要望書等の取扱いについてを終わります。 

総務部長には、他の公務もありますので、ここで退席していただくことと

します。お疲れ様でした。 

暫時休憩します。 

 

（ 午前９時２２分 休憩 ） 

（ 午前９時２２分 再開 ） 

 

再開します。 

次に、（３）今年度の検討事項について、①標準町村議会傍聴規則の一部

改正についてを議題とします。 

まず、資料１について、事務局から説明をお願いします。  

福田議会事務局長。 
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それでは、標準町村議会傍聴規則の一部改正について、説明させていただ

きます。資料１をご覧いただけますでしょうか。 

この資料は本年３月の当委員会でお配りした資料と障害者差別解消法の

資料でありますが、委員改選もありましたので、資料のうち、審議に必要と

思われるものを抜粋したものをお配りしております。 

本日は、この改正の趣旨などその概要についてご説明させていただきたい

と思います。 

はじめに、全国町村議会議長会では、最近の社会情勢の変化に対応すると

ともに、住民に開かれた議会の実現を図る観点から、標準町村傍聴規則の一

部を改正されました。 

また、今回改正された標準町村議会傍聴規則においては規定されておりま

せんが、障害者差別解消法にのっとり、障害者が議会を傍聴する場合などに

おいて、障害を理由とする不当な差別的な取扱いは禁止され、合理的配慮の

提供が義務付けられております。このことから、この法律の趣旨を踏まえた

適切な対応が求められるものであります。 

資料につきましては、別添３の標準町村議会傍聴規則の改正内容の説明

と、参考として、障害者差別解消法に関する説明資料（内閣府）を添付させ

ていただいております。 

それでは、別添３の「標準町村議会傍聴規則の改正内容の説明」をご覧い

ただけますでしょうか。 

今回の改正のポイントの一点目といたしましては、社会情勢の変化に対応

した文言や条文の整理があります。例えば、４ページから１０ページにかけ

ての第７条第１項では、傍聴席に入ることができない者が規定されており、

左側の「現行」の規定では、第１号から第９号まで規定されております。 

この中で、１０ページをご覧いただきたいと思います。１０ページの現行

の第８号をご覧いただきますでしょうか。 第８号におきましては、「異様

な服装をしている者」は傍聴席に入ることができないと規定されております

が、異様な服装の定義については、人や社会情勢によって、判断が難しいこ

とから削除されております。 

次に、ポイントの二点目といたしまして、住民に開かれた議会の実現を図

る観点から改正されたものにつきましては、１１ページをご覧いただきます
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でしょうか。左側、現行の第７条第２項第４号でありますが、「児童及び乳

幼児は、傍聴席に入ることができない。ただし、議長の許可を得た場合は、

この限りでない。」と規定されております。 

こちらにつきましては、議会への多様な人材参画が求められている中、主

権者教育の面や子育て世代の傍聴をしやすく観点から、一律的に制限すべき

でなく、個別に対応すればよいとの考えから、削除されております。このほ

かにも、条文の集約や文言整理がされております。 

次に、この傍聴規則に直接規定されておりませんが、障害者が傍聴される

場合等において、障害者差別解消法に基づく対応が必要とされております。 

それでは、（参考）障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律に関

する資料の４ページをご覧いただけますでしょうか。内閣府が作成したリー

フレットでございます。 

令和３年に障害者差別解消法が改正されておりまして、事業者による障害

のある人への合理的配慮の提供が義務化されております。障害のある人も、

お互いにその人らしさを認め合いながら、共に生きる社会の実現に向けた取

組みが必要とされております。 

続けて、６ページをご覧いただけますでしょうか。「合理的配慮の提供と

は」と書かれた資料の左上の部分でございます。ここには、合理的配慮とは、

具体的にどういうことかということが①から⑤までで書かれております。 

合理的配慮とは、①行政機関等と事業者が、②その事務・事業を行うに当

たり、③個々の場面で、障害者から「社会的なバリアを取り除いてほしい旨

の意志の表示があった場合に、④その実施に伴う負担が過重でないときに、

⑤社会的なバリアを取り除くために必要かつ合理的な配慮を講ずることと

されております。 

次に、このページ右下の「合理的配慮の提供における留意点（対話の際に

避けるべき考え方）をご覧いただきたいと思います。 

対話の際に避けるべき考え方としては、「前例がありません」「特別扱い

できません」「もし何かあったら・・・」「〇〇障害のある人は・・・」な

ど、一律的に断るような考え方が問題であるとされております。 

このようなことがないよう、障害のある人と対話を重ね、共に解決策を検

討していくような「建設的対話」が必要とされております。 
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例えばでございますが、先日、議会に車いすに乗った方が傍聴に来られた

場合の対応といたしましては、傍聴席にバリアフリー化された、車いすの方

用の傍聴スペースがございますので、事務局で議場の扉を開けて、その場所

にご案内させていただいております。 

もし他の障害のある方が議会に来られた場合には、その方のご意思を確認

させていただいて、できるだけその方に寄り添った建設的な対話により、合

理的な配慮を講じてまいりたいと考えております。 

本日は、標準町村議会傍聴規則の一部改正について、その概要についてご

説明させていただきましたが、今後の進め方について、次回の委員会でお配

りした別添３の「標準町村議会傍聴規則の改正内容の説明」により、詳細な

説明をさせていただき、そして、いただいたご意見等をもとに、傍聴規則案

を作成させていただくかについても、ご確認をお願いしたいと考えておりま

す。 

以上簡単ではございますが、標準町村傍聴規則の一部改正及び障害者差別

解消法の趣旨の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

ただいま事務局から説明がありましたが、また、文章に目を通していただ

いて、次回以降審議させていただこうと思いますが、現時点で何かお尋ねに

なりたいこと等がございましたらお受けしたいと思います。 中川議長。 

 

現時点で傍聴規則っていうのはあるねんな。 

 

福田議会事務局長。 

 

現時点で傍聴規則はございます。 

 

ほかにございますか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、今回は資料の提出を受け、説明を受けたということで終
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わっておきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、そのような形で終わらせていただきます。 

ここの進め方、事務局から提案のあった形で進めたいと思いますがよろし

いでしょうか。  

 

（ 異議なし ） 

 

では、このように確認させていただきます。 

次、②議会の動画配信に関する調査・研究について（議会の動画配信に係

る費用について）を議題とします。まず資料２について、事務局から説明を

お願いします。福田議会事務局長。 

 

議会の動画配信に関する調査・研究について（議会の動画配信に係る費用

について）について、ご説明させていただきます。 

資料２をご覧ください。 

この資料は、動画配信に必要な費用の算出をするにあたり、その算出項目

についての（案）を挙げておりますので、本日は、この算出項目について、

ご協議いただきたいと考えております。 

項目といたしましては、大きく分けて、導入にかかるイニシャルコスト、

維持管理にかかるランニングコストに分けております。 

また、動画配信の対象について、本会議のみとするか、また、委員会も含

めるかを協議できるように、委員会も項目に加えております。 

そして、ハード、ソフト、それぞれにおいて、想定される項目を記載して

おります。 

ハードといたしましては、マイクやカメラなどの改修、モニターの設置、

それらに係る工事費、配信機器、またそれらにかかる保守料など想定してお

ります。 

ソフトといたしましては、配信システム導入費やシステム利用料などを想
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定しております。 

なお、保守料につきましては、具体的にどのような保守があるのか不明で

ありますが、費用がかかるものについては、その費用の算出が必要と考えて

おります。 

次に、表の欄外の下側に、動画配信を導入する場合、ホームページで見る

ことができる機能のイメージをさせていただいております。 

まず、ホームページで録画配信を視聴する時の機能として、会議日別、議

員別、キーワードで検索できること。また、発言者の氏名等のテロップ表示

ができることとしております。 

次に、ホームページでリアルタイム中継を視聴する時の機能として、会議

の開催日にリアルタイムで視聴ができること。また、発言者等のテロップ表

示ができることとしております。 

また、その他の機能として、発言者の発言を字幕表示できる機能を想定し

ております。 

これらをふまえ、本日は「動画配信に必要な費用の算出項目」について、

ご協議いただければと考えております。 

以上、簡単ではございますが、動画配信に必要な費用の算出項目について

（案）の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

ただいま事務局から説明がありましたが、一応基本的に必要なもの、必要

になるだろうと考えられるものについて、事務局にほうで資料にまとめてい

ただきましたが、必ず１個に絞り込まなければならないものではないと思い

ますので、皆さんからいただいたご意見で費用も比較できるような形で調査

していきたいなというふうに考えておりますので、こういう形でこういうパ

ターンで費用調査してみてはどうかということで、具体的にご意見いただけ

ればなと思いますが、いかがでしょうか。 嶋田委員。 

 

ようわからんのですけど、イニシャルコストでね、マイク改修とか、これ

は現在あるマイクをこのために改修するということですか。 

 

福田議会事務局長。 
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嶋田委員おっしゃるとおりでございまして、動画配信するにあたりまして

は、テロップ表示をするときにですね、マイクの操作盤で、例えば何々議員

と押しましたら、その押したところのテロップが表示されるようになってお

ります。現在使っているマイクを、テロップ表示のために一式かえまして、

マイク設備も入れ替え、そして音声の押すボタンの操作パネル系ですね、そ

ういったものも改修というか入れ替えが必要になると考えております。それ

で項目としてそういったものの入れ替えという趣旨での記載をさせていた

だいております。以上でございます。 

 

ほんなら、マイク改修、カメラ改修、スピーカー改修いうのは同じ考えで

ええわけですね。 

 

ほかにいかがでしょうか。 中川議長。 

 

これ以上いるものはないと、こんで全部やという認識でええんかな。 

 

福田議会事務局長。 

 

事務局で考えさせていただいております、今、現在把握できる機能として

はできるだけ全て考えられるものは記載させていただいたつもりでござい

ます。以上でございます。 

 

奥村委員。 

 

ここにございます、大型モニターというのは、どういうものを想像したら

いいですか。 

 

福田議会事務局長。 

 

大型モニターにつきましては、議場のところに大きいモニターを設置しま
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して、それのところで、例えば傍聴に来られた方も含めてなんですけども、

そういった表示がでるようなものを想定しております。ですので、去年議運

の視察で行かさせていただいた分にはなるんですけど、広陵町さんとか行っ

たときに大きい画面のパネルがあったと思いますので、ああいった表示する

ものを議場のところに設置が必要ではないかという想定で大型パネルと記

載させていただいております。 

 

１台ということでよろしいでしょうか。設置はひとつ。 

 

パネルにつきましては、右と左と２か所いるかと思うんですけれども、ま

たもしかしたら場合によっては、傍聴者用に見えるようにどうするかとかい

うところの数も含めて検討が必要なのかなと考えております。 

 

本会議と委員会と、今、両方見積もり取れるような形で出していただいて

いたり、あと、動画配信を後日するというような形にするのか、中継もでき

るようにするのか、これもあわせて見積もりを取りたいということでありま

したら、そういう形で進めさせていただきますけど。あと、発言者の字幕表

示ですね、これも一応含めてということで考えておりますが、この辺につい

てもご意見があればお聞かせいただければと思いますが。 嶋田委員。 

 

まず本会議でやってみて、その結果言うたらおかしいけども、委員会はあ

とでいいのではないかなと、まず本会議場でのことから始めたらどうかなと

僕自身は思いますけどもね。 

 

中川議長。 

 

それは、動画配信やなしに、この金額を出すの。 

 

嶋田委員。 

 

そうです、見積もりするのにね、結局、今、見積もりしても、委員会あと
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でしよう言うたら、またその時に見積もり取らなあかんいうことで。まず本

会議をやったらどうかなとは思います。 

 

見積もり取って見て、金額を比較するのではなくて、もう最初の導入は本

会議だけやと。委員会については後から検討することになるだろうから、今

回は本会議だけの見積もりという、そういうご意見でしょうか。 

他の委員さん、井上委員。 

 

これ、まずマイク、カメラ、スピーカーの金額をまず出してみて、それを

本会議にするのか、委員会にするのかっていう状態違うんですか。本会議の

撮影とか、委員会撮影という前に、この設備を設置するのに金額一旦出して

くれはるん違うんですか。撮影は決まっているんですか。中の撮影、機器を

つけるのは決まっているんですか、決まってないでしょ。 

 

実際にやってみたらどうなのかっていうのは、業者の方でも聞いて何が必

要か。 

 

撮影するのにも器具改修必要ですやんか、モニターにしても。まずこのイ

ニシャルコストという部分の金額がまず出すんでしょ、今から。拾い出しし

てここに金額入れるのと違うんですか。 

 

それのパターンをどういう形にしようかということも含めて。 

中川議長。 

 

その金額によって委員会も入れる入れないという考え方も出てくるかも

わかりませんので、とりあえず一旦値段全部、見積もりなんかただやから、

全部値段いれてもおた方が、どういうパターンでするかしないか、というの

を審議しやすいと思いますので、値段はとりあえずは全部入れてもらうと、

その方が進めやすいのかなと思います。 

 

見積もり取ったからといって必ずそうするというわけではないので、見積
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もりをとってみて、金額の比較もしながら、じゃあどういうパターンでやっ

ていくのかっていうのを後々検討はできます。その時点でカメラ何台いるね

んと、マイク何台かえなあかんねんとははっきりしてくるかなとは思うんで

すけれども。 伴委員。 

 

ちょっと僕、議運から離れてて、そして、今、こういう形で話が進んでき

ているんやなという感じで見せていただいてますねんけど、実際のところど

れぐらいの方が、住民さんで利用してくれはるのか、というのが一番大事。

それとこの金額とのバランスということになってくると思います。まず金額

を出していただいて皆で検討するということで良いのではないかなと思い

ます。 

 

齋藤委員。 

 

私もとりあえず全部出してもらって、その中でもって金額を見ながらこれ

はやめようか、これはしようか、という形で決めていったらいいと思います。 

 

そうしましたら、今回資料でお示しさせていただいたのをベースにして見

積合りを取って、見積もりが出た段階で実際に導入するのかについて検討し

ていくという形で進めさせていただこうと思いますが、よろしいでしょう

か。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、ちょっと時間がかかるかもしれませんので、次回の委員

会で金額をお示しできるかわかりませんけど、見積もりのほう局長にお願い

して、業者さんに当たっていただこうと思いますので、今回こういう形で進

めさせていただくということを確認して終わっておきたいと思います。 

嶋田委員。 

 

これ予算の方は取っていただいているわけなんですか、それともまだはっ
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きりわからんので、予算の方は取ってない。 

 

金額が確定して導入するってなってから予算要望する形になると思いま

す。 

ほか、よろしいでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

それではこの件につきましては、これで終わっておきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

次に、③継続審査のあり方についてを議題とします。 

まず、資料３について、事務局から説明をお願いします。  

福田議会事務局長。 

 

それでは、継続審査のあり方についてご説明させていただきます。失礼い

たしますが、座って説明させていただきます。 

継続審査のあり方につきましては、全て、議員必携に記載されていること

ではございますが、その概要について、１．委員会制度、２．委員会の運営

について説明させていただきたいと思います。 

レジメには、令和５年第１２次改訂新版の議員必携のページ数を記載して

おりますので、参考にしていただきたいと存じます。 

まず、３２ページ、１．委員会制度の（１）委員会制度の意義についてで

ございます。社会経済の進展に対応して、行政が著しく多様化し、専門化し

てくると本会議のみでは、多数の議案を能率的に処理することや議員がその

すべてに通じることが困難となるため、専門部門別に審議を分断できるよ

う、できた制度であります。 

次に３３ページ、（２）常任委員会について、その職務権限は、その部門

に属する事務の調査及び議案、請願等の審査とされており、地方自治法第１
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０９条に規定されております。 

この調査は、「所管事務の調査」と呼ばれ、委員会でこの調査を実施する

ときは、あらかじめ議長に通知することでよいとされております。 

次に３４ページ、委員会中心主義の議会では、議案等は、議長の権限で常

任委員会または特別委員会に付託されるのが原則となっており、付託しない

場合は、付託省略を諮る必要があります。 

付託された議案等の審査は、原則としてその会期中に終了し、その結論を

報告することとなっています。会期中に審査を終了することができず、なお

引き続き審査を必要とする議案については、議長に申し出て、議会の議決を

得た場合は、引き続き審査することができるとされております。 

それでは、所管事務の中の特定事務の調査についても必要があるときは、

同様の手続きによって閉会中継続して調査することができることとされて

おります。 

次に、１７０ページ、２.委員会の運営の（１）常任委員会の権限につい

てであります。 

常任委員会の権限は、調査権と審査権に分けられます。平成１８年の法改

正により、委員会における審査や所管事務調査の成果として、常任委員会に

おいて、所管に関する事項について議案を提出することができるようになっ

ています。 

常任委員会の調査権には、委員会固有の権限である「所管事務の調査」と、

議会の権限である「法第１００条に基づく調査」を議会から付託を受けてす

る調査があり、また、「法第９８条に基づく検査」がありますが、今回のテ

ーマに関連する「所管事務の調査」については、条例案その他議案の立案の

ためや問題点のある具体の事務の改善策を究明するための調査が主で、その

町村の事務で、委員会条例で規定されたそれぞれの委員会の所管事務に限ら

れるものであります。なお、所管事務の調査は、会期中が原則でありますが、

個々具体の特定の事務をとらえて継続調査を行う旨の議決があれば閉会中

も調査をすることができ、議長の承認を得て現地に出向いて調査することも

できるとされております。 

次に、１７１ページ下からですが、審査権については、議案、請願等をす

る権限で、会議規則に定める手続きによる付託行為があって、初めて法令に
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基づく権限を行使できるものとされております。なお、審査とは、「議案等

の内容をよく検討して可決すべきものか、修正、否決すべきもの等について」

結論を出すこととされております。 

次に１７７ページ、（２）委員会における審査（調査）についてでありま

す。委員会における審査は、本会議における審議の順序に準じて、説明、質

疑、討論、採決の順序でなされるものとされております。 

次に１８１ページ、委員会における審査（調査）は、会期中が原則ですが、

審査（調査）が完了しない場合は、審査（調査）報告書が提出されないため

本会議における意思決定もできないことになります。この場合は、会期不継

続の原則により、その事件は、次の会期にわたって審査（調査）できないわ

けで、審議未了廃案となり消滅します。これを「審議未了」と呼んでいます。 

この廃案となることを避ける方法として、閉会中の継続審査（調査）があ

ります。会期中にどうしても審査（調査）を終了しない事件については、閉

会中もなお審議（調査）をしようとする場合、委員会の決定に基づいて委員

長から議長に対し閉会中の継続審査（調査）の申し出を行い、議長は、この

申し出によってこの件を議会に諮ることになります。そして、議決を得ると、

その事件は、次の会期に継続され、次の会期中に、委員会報告書の提出があ

れば、本会議で審議し決定されます。 

以上簡単ではございますが、継続審査のあり方についてのご説明とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

１０時まで休憩します。 

 

（ 午前 ９時５２分 休憩 ） 

（ 午前１０時００分 再開 ） 

 

再開します。 

そうしましたら、休憩前に資料３を用いて説明いただきましたが、みなさ

んの方から質疑・ご意見があればお受けしたいと思います。 嶋田委員。 

 

これだけの枚数になりますんで、またよく読んで次回以降に質問したいと
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思います。 

 

他の委員さんもそれでよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、今回は説明を受けたということで終わります。 

次に、④議員の個人情報の公表についてを議題とします。 

資料４について、事務局から説明をお願いします。  

福田議会事務局長。 

 

議員の個人情報の公表について説明させていただきます。令和５年９月に

おきまして、総務省からの通知で、従来からホームページに公開してきた議

員の住所について、自宅住所を住所全体ではなく一部公表することや、公表

する連絡先を自宅ではなく議会事務局等を選択できることと示されていま

す。 

お手元の資料４「議員の個人情報の公表について」を説明させていただき

ます。 

資料につきましては、今まで当町においては、慣例として、住所と自宅電

話番号がホームページ等に掲載されておりましたが、個人情報である住所ま

たは電話番号について、「公表するか」「公表しないか」を選択するように

した場合、一部公表しない場合は掲載方法について、議会としての統一ルー

ルをつくるかどうか、また個人判断によるかどうかを審議いただきたいと考

えております。近隣の状況等をまとめさせていただいております。 

それでは、１．現在の各町議会のホームページ掲載内容等をごらんいただ

けますでしょうか。表で生駒郡内各町と王寺町の現在のホームページで掲載

されている内容等をまとめております。 

本町は、住所全体と自宅電話番号を掲載しています。平群町では、住所全

体は掲載していますが、電話番号は掲載しておりせん。三郷町は、住所全体

と自宅電話番号または携帯電話番号を掲載しています。安堵町は、住所、電

話番号ともに掲載していません。王寺町は、昨年度に個人情報の公表につい
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て協議され、住所、電話番号は個人判断とする取り決めがなされております。 

王寺町のホームページを確認しますと、住所の「字」までで公表されてい

る議員もおられます。 

今後、当町ホームページに掲載している議員名簿の住所、電話番号につい

てどのような公表内容とするのか、ご協議をお願いしたいと思います。 

次に、奈良県年鑑についてです。奈良県年鑑とは、奈良新聞社から発行さ

れている奈良県の情報を掲載した総合データブックです。こちらには、県議

会、各市町村議会議員の名簿も掲載されています。 

表に記載していますとおり、生駒郡内４町はすべて、住所、電話番号とも

に掲載している状況です。王寺町については、令和６年度にホームページと

同一内容の掲載に変更されているとのことです。 

奈良県年鑑についても、今後どのようにするかご協議いただきたいと思い

ます。 

次に、斑鳩町議会議員役職名簿についてです。毎年、５月の委員会委員の

改選時に、お渡ししている各委員会の構成を記載した名簿ですが、こちらに

は氏名と電話番号が入っています。 

この名簿は議員配布し、役場内で理事者と情報共有しております。この名

簿についても、ホームページに掲載の電話番号と同じ内容でよいか、また、

掲載する場合は、「議員及び理事者連絡用、取扱注意等」の記載を追加する

かについてご協議願います。 

次に、２．住所・電話番号の掲載方法についてです。 

（１）で住所の掲載例をあげております。①は住所の全部、②は住所の一

部で〇丁目までの表記です。この表記は斑鳩町議会議員選挙の候補者の立候

補の届出があった旨の告示事項の表記と同じです。③は〇丁目はいれないと

ころまで、④は記載せず空欄とするものです。②～④については、連絡先住

所として議会事務局の住所を掲載することとなります。 

次に、（２）で電話番号の掲載例をあげております。①は現行どおり自宅

の電話番号を掲載する場合、②は議員の希望による自宅電話番号または携帯

電話番号の選択制とする場合、③記載しない場合です。③については、議会

事務局の電話番号を連絡先として使用することになります。 

なお、電話番号が記載されていない議員に対し、住民等から議会事務局に
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連絡を取りたい旨の電話があった場合の取り次ぎ方法につきましては、その

議員に対応方法の確認させていただきたいと考えております。 

最後に、資料４には、記載していませんが、一般質問の打ち合わせ等で理

事者から議員へ連絡する場合に、携帯電話番号やパソコンメールアドレスの

問い合わせが議会事務局にあった時、現在、理事者へ個別にお伝えしており

ますが、この取扱いについては、理事者から議員の皆さまにどうしても連絡

を取る必要がある場合もあると存じますので、現行通りお伝えさせていただ

きたいと考えております。 

本日は、住所や電話番号をホームページで公表することを望まれない議員

がおられた場合、表示方法の統一ルールを設けるか、また、議員の希望によ

るものとするかなどについて、ご協議いただきたいと考えております。 

以上、簡単ではございますが、「議員の個人情報の公表について」のご説

明とさせていただきます。 

 

ただいま事務局から説明がありましたが、委員皆さまの質疑・ご意見をお

受けします。 中川議長。 

 

安堵町を例にあげたら、住所電話番号未公表になっている。奈良県年鑑で

はすべて掲載している。安堵町のホームページでは記載してないけども、奈

良県年鑑で公表されているということでええの。 

 

福田議会事務局長。 

 

議長おっしゃるとおりでございまして、奈良県年鑑には例年照会がきてま

して、その時は公表する形で答えられているということで、ただ、奈良県年

鑑自体がどこまで一般的に見られているものかというところはわかりませ

んので、広くすぐホームページで見ることができるような状態にあるものは

公表されず、奈良県年鑑については今のところ掲載しているということでご

ざいます。 

 

ほかにいかがでしょうか。 嶋田委員。 
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これは、斑鳩町議会として統一してやるのか、また個々の判断でしていく

のかということも考えていかなければいけないと思いますんで。一応ひな形

みたいな感じで、町議会としてはこうやけど、個々の判断でそれ以上のもの

を付けるとか、そういうふうな感じにしていけばどうかなと思うんですけど

もね。 

 

中川議長。 

 

この一番下の王寺町、これが一番ベストな状態かなと思うねんけどね、住

所も電話番号も個人の判断で、奈良県年鑑も王寺町のホームページにあわせ

る、これが一番個人の思いが行き届くような形になったあるのかなと、その

ように思うねんけどもね。ほかの委員さんの意見も聞いてくれはったら。 

 

嶋田委員。 

 

議長おっしゃるのもよくわかるんですけど、俺は電話番号まで入れてほし

いねんとかなってくると思いますんでね、一応ひな形見たいなんつくって、

僕はこれに電話番号足すとか、そういうふうなことでいいのではないかなと

思います。 

 

井上委員。 

 

これは、斑鳩町は斑鳩町で議員全員統一せなあかんわけではないんですよ

ね。言わはるみたいに個々の希望通りでいいのではないかなと、私も思いま

す。 

 

伴委員。 

 

 ちょっと教えてほしいんですけどもね、ベースとなるところに結局今の世

の中の流れはどっちですの。このプライバシーをしていこうとするのか、そ
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れとも公表していこうとしてはるのか。こういうふうな話になるということ

は、なにかそういう流れがあるからなっているんかなと思いますけど、ちょ

っとそれがベースにわからんよってに、難しいですわ、こういうなんがええ

んちゃうかっていうのが。 

 

もともと溝部委員から提案があったように、特にＳＮＳ等で個人の住所で

あったり、連絡先であったりというのを公表されて、それが本人の思ってな

いような形で炎上してしまう。 

 

なるほど、ある程度クローズしていくっていうか、守っていく、お互いが

公人であってもプライバシーというものを尊重していこうという流れがあ

るということですね。わかりました。 

 

今いただいているご意見として、最終的に個人の判断でということですけ

ど、一定のベースをつくって、そこから抜く抜かないとか、そういう判断を

していけばいいのではないかということですけど、どうなんでしょう、これ

もう最初から個々の議員に１個ずつ事務局のほうで確認していただいて作

成していただくのが手間がないかなと思うんですけど、ですので個人の判断

でっていうご意見があるようでしたら統一も難しいと思いますので、個人の

判断でということで不都合があるよとかそうじゃないというご意見があれ

ば。 井上委員。 

 

統一しないといけないということではないとするならば、個々で申告して

もらって、これを消してほしい、とかが通るようなかたちで、個々の判断で

いいんではないですかね。 

 

そういう形でよろしいでしょうか。 溝部委員。 

 

私も議長おっしゃったように、王寺町のこの個々の判断とするということ

が一番ベストかなと思いますので、個々の判断でという形で進めていければ

いいのかなと思います。 
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これも事務局の方で確認いただくことになるとは思いますが、理事者の方

に伝える情報ですね、議員の連絡先、メールアドレスなんかがわかるほうが

やり取りがしやすいと思いますので、それについては非公表、外部には出さ

ないということで、庁内で取り扱を厳重にしていただくということで、それ

は理事者の方に、議員の情報を渡すことについてはやぶさかでないと思うん

ですが、ご了承いただけますでしょうか。それも個人の判断でというふうに

するんやったら一人ひとり確認いただくことになりますけど。 伴委員。 

 

それは正直いって、会社でも社内であれば皆その辺が情報共有せな仕事に

ならんのと同じやと思いますわ。それは当たり前ちゃいまっか。お互い情報

を出すいうのは。 

 

そしたら理事者に渡す分については掲載させていただくということでよ

ろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、それ以外の部分については個人で判断をするということ

で確認をしておきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、４点目については結論が出たことになりますので、検討事項と

してはこれで結論が出たということで終了させていただきたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

そうしましたら、４番目についてはそのようにさせていただきます。 

１．協議事項については、以上で終わります。 
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次に、２．その他について、各委員からご意見等があれば、お受けします。 

嶋田委員。 

 

建設委員会で私、法隆寺駅南側エリアの県との共同開発、特別委員会をつ

くってやっていけばどうかというお話させていただきまして、議運の方で一

度話し合ってみたいなと思います。 

 

嶋田委員からご提案がありまして、私も建設常任委員会の委員させていた

だいてますけども、建設常任委員会の中で議論いただく中では、建設常任委

員会からテーマとして外すことについては、望まないというご意見ありまし

たが、さらに特別委員会を設置するにあたって、建設常任委員会に入ってな

い議員の希望があるのかどうかについて、建設常任委員会で確認するのでは

なく、議会運営委員会で一度議論してほしいという意見もお聞きもしており

ますので、この件について委員皆さんのご意見お聞きしたいと思うんです

が、いかがでしょうか。 伴委員。 

 

私、建設常任委員会に入ってないんですが、正直、今の建設常任委員会で

報告を受け、審査していっていただくという形で、今の状況であればいいの

ではないかと、このようにちょっと特別委員会については、すごい量の情報

があるというのであれば別ですけども、そんな状況でもまだないんかなと思

ってますんで。 

 

建設常任委員会に入っておられない委員さんで、今、議題にあがってます

特別委員会を設置されるようであればとか、もし設置してほしい、参加した

いというご意見をお聞きの方っておられますか。 嶋田委員。 

 

私は、今度の町長選挙に付随する町会議員補欠選挙までの在職という形で

建設常任委員会に入っておりますんで、それ以降は入られないという形にな

りますのでね、あえて言うならば、私はそうであると。 

 

今、所属はされているけども、この補欠選挙で新しい議員さんがあがって
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委員長 

 

井上委員 

 

 

 

 

きた場合に嶋田委員が建設常任委員会から外れるということで、特別委員会

の設置を希望されるということなんですけども、先ほど伴委員からも意見あ

りましたように、今、建設に向け進行はしているものの、集中的に何か情報

が報告されたりという状況ではないと思うんです。そんな中で設置というよ

りもひとつの案としては、また来年の５月ですね、委員会の改選があります

ので、その際にそれぞれ議員さんの希望を聞いて、今、案件として扱ってま

す建設常任委員会に所属をすれば審議はできるという形になりますので、私

ひとつ考えるのはその時点でもしあぶれて入れない議員さんが出た際に、再

度特別委員会を設置するのはどうか検討したらどうかなというふうに思う

んですけども、まだそんなに報告もない中で、特別委員会をつくっても、開

催そのものもないと思いますし、嶋田委員からは委員以外で参加したいと希

望がありますけども、他の委員さんからは特にその希望を聞いてないので、

そういう形にすれば建設常任委員会の中で案件として扱って、さらに審議し

たい委員も審議に加われるという状況がつくれないかなというふうに思っ

ているんですけども、その点も含めてちょっとご意見いただけるかなと思う

んですが。 奥村委員。 

 

やはりこの案件は建設でしっかりと審議していくということが本義かな

というふうに思っておりまして、私も傍聴いつも欠かさずさせていただいて

ますけども、自分が例えば疑問点とかあったときにはそこで聞かせていただ

いて、直接担当課にご意見を伺うとか、そういうような自分の処し方してる

んですけども、今は建設でしっかりと検討していくということが本義かなと

思っております。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 井上委員。 

 

私も、建設常任委員会の方に入らせてもらってずっとさせていただいてい

るんですけども、これからでもやっぱり審議のほう建設常任委員会の方でし

ていくべきであって、今、伴委員おっしゃったように５月に改選ありますん

で、建設のほう担当してもらうとかいうようなかたちで対応できるかなと私

も思います。 
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齋藤委員。 

 

私も同じで建設でできると思います。 

 

今、多くの方が建設常任委員会で審議できるのではないかということでご

意見いただいてますけども、嶋田委員いかがでしょうか。  

 

私は提案させていただいた身ですんで、それぞれの意見には不満です。 

 

今回、建設常任委員会の中でまだ結論は出しておらずに、それ以外に参加

したいという意向があるのかどうかをこの議会運営委員会で確認してほし

いということで、一旦お預かりしている状況です。ただ、こちらの方でも今

の段階としては結論出せませんので、一旦、建設常任委員会にお返ししよう

かなと思うんですが。 中川議長。 

 

担当常任委員会で審議ができないということはないんで、建設常任委員会

でしっかりと審議する。個人の議員がその審議に入りたいからといって、特

別委員会をずっとつくっていくのかどうか、それに問題はないのか。総務常

任委員会で審議している学校の長寿命化、これも長年に渡ってこれから進め

ていかなあかん問題やと思います。これも総務常任委員会に入ってないから

つくってほしい、それ皆対応していきまんのか。その辺どうですか。 

 

今、議長からそういうご指摘もありましたけども、そうなったらなかなか、

いくつも特別委員会を設置していくことになってしまうので、今、複数常任

委員会制をとって、ひとり二つ以上の委員会に入るケースが出てくる中で、

やはりその中で対応していくべきではないのかなというご意見だと思うん

ですけども。委員さんいかがでしょうか。 井上委員。 

 

次の役員改選まで時間そんなにないと思うんでね、それまでの間に審議が

どれだけ行われるかっていう話も、点、点、点っていう状態になってますん
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で、やはりそれまで待っていただいて建設のほうに入っていただくというの

が形としては一番きれいな状態で、あとまあ、委員会つくったとしてもです

ね、建設の方で審議できないという状態になってしまうという話もどうかな

と思いますんで、やはり言っておられることはわかるんですけども、５月の

改選まで待っていただいて、今までの決まり通りに進めていただければと思

います。 

 

最終的に建設常任委員会でつくるということは決定できませんので、もし

つくるとしたらここになります。ただ、つくらない、建設常任委員会から案

件として抜くことについては反対だというその結論は、建設常任委員会で出

せるんですけども、今、皆さんのご意見をお聞きする中で、提案された嶋田

委員については不満があるということですけども、どっちか決めやんとあか

んかなというふうに思うんで、申し訳ないですけども、多数決でさせていた

だいて、今日結論を出していくべきなのかなと感じましたけども、そういう

進め方をさせていただいてよろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは賛否を諮らせていただきたいと思います。特に討論はよろしいで

すか。 

 

（ 異議なし ） 

 

ただ今、建設常任委員会で案件として取り扱っております駅南側用地の開

発について、その案件を建設常任委員会から抜いて特別委員会を設置して、

そこで審議することにつきまして、反対の委員の挙手を求めたいと思いま

す。 

 

（ 挙手する者あり ） 

 

それではわかりました。賛成の委員の挙手をお願いします。 
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（ 挙手する者あり ） 

 

そうしましたら、反対５，賛成１ということで、この件に関しての特別委

員会の設置は行わないということで、議会運営委員会では確認させていただ

いて、全員協議会で報告させていただきたいと思いますんで、そういう形で

よろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

ではそのようにさせていただきます。 

その他、委員皆さんの方からございますか。 

 

（ な  し ） 

 

議長から、ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

事務局から、何かございませんか。 福田議会事務局長。 

 

それでは、事務局より２点、ご報告させていただきます。 

１点目、研修の予定でございます。北葛城郡と生駒郡で例年合同開催して

いる北葛城郡・生駒郡町議会議員合同研修会が、１０月７日(火)の午後１時

３０分から、平群町総合文化センターで開催されると聞いております。また、

奈良県町村議会議長会が開催される奈良県町村議会全議員研修会が、１０月

２７日（月）の午後２時から、いかるがホールで開催される予定と聞いてお

ります。 

現時点では、それぞれ、開催通知がまだ届いておりませんので、最終日ま

でに開催通知文書が届きましたら、最終日に追加日程として参加派遣計画書

をあげさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま
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す。 

そして、２点目でございます。奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の

うち、町村議会議員の区分において、任期満了にともない、１名の欠員が生

じましたことから、去る８月５日に選挙の告示がされております。 

これにつきましては、議員皆様のレターケースに告示文書の写しを８月１

３日に配布させていただいているところでございます。 

立候補者受付については、明日、８月２７日午後５時に候補者の届出が締

め切られることになっておりまして、立候補者が２人以上になりますと、奈

良県後期高齢者医療広域連合規約の規定により、県内全町村議会において選

挙が実施されることになります。 

そうした場合、広域連合の選挙長から、速やかに選挙を実施するよう依頼

がございますので、本町におきましては、９月２６日の本会議最終日に追加

日程として選挙を実施していただきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。以上、事務局から２点の報告とさせていただきます。 

 

ただいま事務局長から報告がありましたことについて、質疑、ご意見があ

ればお受けいたします。 中川議長。 

 

平群といかるがホールと研修、今説明あってんけど、行くのは役場から乗

り合わせで行くの、個々にいくんか。 

 

福田議会事務局長。 

 

過去の例で見ますと、いかるがホールの場合は直接行っていただいており

ましたが、他町に行かれる場合については事務局で送迎等させていただいて

おりますので、今回も同様の形でさせていただきたいかなと考えておりま

す。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 
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ただ今、事務局から報告がありました、北葛城郡・生駒郡町議会議員合同

研修会および奈良県町村議会議長会の全議員研修について、最終日までに開

催通知が届いた場合、参加派遣計画書を最終日に追加日程に加えることにつ

いて、また、奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙については、もし

選挙ということになれば本会議最終日に追加日程として取り上げ、選挙を実

施するということで確認をしておきたいと思いますが、ご異議ございません

か。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、他にご意見等もないようですので、その他についてもこれをも

って終わります。 

以上をもちまして､本日予定しておりました案件は全て終了しました。 

なお、本日の委員長報告のまとめについては、正副委員長にご一任いただ

きたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、これをもって本日の議会運営委員会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

（ 午前１０時３０分 閉会 ） 
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